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2011年度後期金曜 1限（C33） 

「比較文化論」 

担当教員：東賢太朗 

 

第 7回 ロハス̶フィリピンの地方都市③ 

 

イントロダクション 

再び「宗教」とは？ 

 

ロハスの非カトリック信徒の状況 

ロハスのカトリック信徒の割合：95% 

⇒非カトリック信徒は圧倒的なマイノリティ 

＊カトリックからの改宗者、および第 2・第 3世代 

・アグリパイ 

・イグレシア・ニ・クリスト 

・プロテスタント諸派 

・エホバの証人 

・モルモン 

・他 

 

非カトリック諸派によるカトリック批判 
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・消極的批判 

・積極的批判 

 

改宗について 

「一人前の人間」としてのカトリック信徒 ⇒ なぜ改宗するのか？ 

・教義的理解よりも生活状況や人生上の問題 

・改宗からカトリックの「誤り」への気付き、批判へ 

 

モルモン・ミッショナリーの事例 

ミッショナリー：男性は 19 歳から 20 歳の 2 年間、女性は 21 歳から 22 歳の 1 年半、モル

モン信徒のうち希望者が世界中のいずれかの地域に派遣され、布教活動に従事する 

＊国や地域は自分の意志では決められない 

＊厳格な方式間の生活 

 

【ロハスのモルモン・ミッショナリーの訪問活動】 

・社会的弱者への支援 

・既存信徒への個別ケア 

 

リアクションペーパー 

（a）講義内容 

（b）質問・コメント 
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（c）クイズ：宗教対立について考えること、思うこと 
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